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うみ・ひと・くらしフォーラムと東京水産振興会は、活動の実践者である女性グルー

プが一堂に会して情報や意見を交換し合う場として、これまで様々な地域でシンポジウ

ムを開催してきました。津々浦々で活動する女性たちと出会い、交流しながら、うみ・

ひと・くらしフォーラムも10年目を迎えようとしています。 

この間に、多くの活動グループが誕生しました。地道な歩みを続けているグループ、

目覚ましい展開を遂げているグループ、そして残念ながら活動が休止してしまったグル

ープなど、状況は様々です。また、東日本大震災の発生や放射能問題、TPPへの参加など

漁業・漁村を取り巻く情勢も刻々と変化しつつあります。 

このような混沌とした今だからこそ、改めて女性たちの活動の意義や価値について見

つめ直したいと思います。そして、これからの活動にむけて何をすべきか、何ができる

のか、ということをみんなで話しあってみませんか。そこから出てきた思いや決意を、

私たちの活動実践宣言として、世に向けて発信してみませんか。 

今回は、「わたしたちに今、できること―うみ・ひと・くらしを考える―」と題し、

これまで歩んできた道を振り返り、未来に向けての思いを改めて確認する、そんなシン

ポジウムにしたいと思います。 

 

 

 

うみ・ひと・くらしシンポジウム2013 in 豊海のご案内 

 

テーマ：わたしたちに今、できることーうみ・ひと・くらしを考えるー  

日 時：２０１３年９月７日（土）１３時４５分～１７時３０分 

                終了後、懇親会を予定（１８時～２０時） 

         ９月８日（日）９時～１２時頃 

場 所：豊海センタービル 2 階会議室（東京都中央区豊海町 5-1） 

主 催：うみ・ひと・くらしフォーラム 

共 催：一般財団法人 東京水産振興会 

 

 

うみ・ひと・くらしシンポジウム 2013 in 豊海 

わたしたちに今、できること 

－うみ・ひと・くらしを考える－ 
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《プログラム》 

９月７日（土） 

１３：００       受付開始 

１３：４５～１３：５０ 開始・あいさつ（東京水産振興会 渥美理事） 

１３：５０～１４：２０ 報告１うみ・ひと・くらしフォーラム  

１４：２０～１５：２０ 報告２ヨーロッパ漁村女性ネットワーク AKTEA メンバーの発表 

１５：２０～１５：３０ 質疑応答 

１５：３０～１５：４５ 総括 

１５：４５～１６：０５ 休憩・移動 

１６：０５～１７：３０ グループでトーク（分科会） 

１７：３０～１８：００ 移動・休憩 

１８：００～２０：００ 懇親会 

 

2 日目 ９月８日（日） みんなでトーク 

９：００       受付 

９：１０～ ９：４０ グループ毎の発表準備 

９：４０～ ９：４５ 移動 

９：４５～１０：４５ 分科会話し合い結果の報告 

１０：４５～１２：００ みんなでトーク 

 

 

●報告１：うみ・ひと・くらしフォーラム（関、三木、副島） 

－うみ・ひと・くらしフォーラムのこの１０年を振り返って－ 

うみ・ひと・くらしフォーラムは活動をはじめて１０年が経ちました。漁村女性の活

動やうみ・ひと・くらしフォーラムのこの１０年を振り返り、何ができて、何ができて

いないのか、わかったこと、私たちが目指そうとしていること等、様々な内容をいろい

ろな角度から見直してみたいと思います。 

●報告２：Katia Frangoudes 氏・Annie Castaldo 氏（ヨーロッパ漁村女性ネットワーク

AKTEA） 

特別ゲストとして、フランスから来日予定の Katia Frangoudes 氏と Annie Castaldo

氏に、ヨーロッパの漁村女性ネットワークの活動内容や思いについて報告していただき

ます。 

●グループでトーク 

いくつかのグループにわかれて、意見交換を行います。 

●懇親会 

シンポジウム終了後、懇親会（会費制・お一人様 2,000 円～3,000 円程度）を予定し

ています。 

●みんなでトーク 

前日の報告や「グループでトーク」をふまえて、参加者全員で意見交換を行います。 
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うみ・ひと・くらしフォーラムについて 

“うみ・ひと・くらしフォーラム”は、様々な立場から海に関わる女性を中心に、漁村の

今とこれからを考える任意組織です。各種漁村調査やシンポジウム開催などの活動を通し、

情報提供やネットワーク形成など、現場での疑問や問題点の解決のお手伝いをしています。 

メンバー：関いずみ（東海大）、三木奈都子（水産大学校）、 

副島久実（水産大学校） 

ホームページ： http://www.geocities.jp/umihitokurashi/ 

 

東京水産振興会について 

一般財団法人 東京水産振興会は、全国の漁村、特に女性活動の活性化が重要であると

いう認識のもと、漁村女性グループを対象としたシンポジウムをうみ・ひと・くらしフォ

ーラムと共同開催するなど、連携した活動を行っています。 

一般財団法人 東京水産振興会（振興部・松田） 

〒104-0055 東京都中央区豊海町 5－1 豊海センタービル７階 

電 話： 03-3533-8111   ＦＡＸ： 03-3533-8116 

ホームページ： http://www.suisan-shinkou.or.jp/ 

 

Katia Frangoudes 氏 ・Annie Castaldo 氏について 

●Katia Frangoudes 氏 

（フランス海洋政策経済センター研究員、ヨーロッパ漁村女性ネットワーク AKTEA 主宰） 

研究者である彼女の主な専門はヨーロッパをはじめとする世界の漁村女性に関する研

究です。彼女は日本での滞在経験（鹿児島県）や調査経験があります。 

●Annie Castaldo 氏について 

地中海側の漁業地区でカキ養殖業を営む女性経営者で AKTEA メンバーです。 

 

お二人とも東日本大震災の直後には被災漁村に対する支援活動をいち早く始めており、

日本の漁業・漁村をよくご存じでご関心をお持ちです。 

ヨーロッパでも多くの漁村女性たちが色々な形で地域の漁業や生活を支えていますが、

そのことがきちんと評価されていない部分もあるようです。そこで、カティア氏はヨーロ

ッパの漁村女性たちが自分たちの役割や活動について情報交換したり、世の中に発信した

りする自主的なネットワークを作ろうと漁村女性に呼びかけ、AKTEA を立ち上げました。

ヨーロッパの漁村女性たちのネットワーク・AKTEA は、うみ・ひと・くらしフォーラムの

立ち上げとほぼ同時期の約１０年前に活動を始めています。 

 

【シンポジウムに関するお問い合せ先】 

一般財団法人 東京水産振興会（振興部・松田） 電話：03-3533-8111 


